
生
命
保
険
の
銀
行
窓
販
は
、
２
０

０
２
年
１０
月
の
個
人
年
金
保
険

の
販
売
解
禁
以
降
、
一
時
払
商
品
を
中

心
に
急
速
に
発
展
し
て
き
た
。
現
在

は
、
全
商
品
合
計
で
年
間
４
〜
５
兆
円

規
模
の
収
入
保
険
料
を
安
定
的
に
販
売

す
る
チ
ャ
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は

一
時
払
商
品
で
あ
る
が
、
時
期
に
よ
り

商
品
種
類
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

解
禁
後
数
年
間
は
変
額
個
人
年
金
が
主

体
で
販
売
額
の
６
〜
８
割
を
占
め
て
い

た
。
定
額
年
金
で
は
、
外
貨
建
て
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
か
っ
た
（
図
表
１
）。

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
す
る
金
融
危
機
以
後
は
様
相
が

一
変
す
る
。
変
額
個
人
年
金
を
売
り
止

め
た
り
販
売
抑
制
す
る
保
険
会
社
が
相

次
ぎ
、
販
売
額
は
２
０
０
９
年
度
上
半

期
を
境
に
急
減
。
代
わ
っ
て
一
時
払
終

身
保
険
が
主
力
と
な
り
、
定
額
年
金
で

は
円
建
て
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
っ
た
。

変
額
個
人
年
金
だ
け
に
着
目
し
て
販

売
額
の
推
移
を
み
る
と
、
解
禁
直
後
の

２
０
０
２
年
度
下
期
は
０
・
５
兆
円
で

あ
っ
た
が
、
２
０
０
４
年
度
下
期
に
は

１
兆
円
を
突
破
、
２
０
０
５
年
度
上
期

か
ら
２
０
０
８
年
度
上
期
ま
で
は
、
２

０
０
７
年
度
下
期
を
除
き
、
各
半
期
い

ず
れ
も
１
・
５
兆
円
を
超
え
て
い
る
。

２
０
１
０
年
度
上
期
以
降
は
０
・
５
兆

円
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
足
元
で
は
２

０
１
１
年
度
下
期
の
０
・
１
７
兆
円
を

ボ
ト
ム
に
若
干
な
が
ら
回
復
傾
向
に
あ

る
。
販
売
額
の
ピ
ー
ク
は
２
０
０
５
年

度
、
２
０
０
６
年
度
で
、
い
ず
れ
も
年

間
約
３
・
４
兆
円
を
売
り
上
げ
た
。

以
上
の
結
果
、
累
積
販
売
額
は
２
０

１
２
年
度
末
で
約
２０
兆
円
と
い
う
規
模

に
達
し
て
い
る
。

銀
行
経
由
で
販
売
さ
れ
た
の
は

１０
年
間
で
約
３
２
０
万
件

次
に
新
規
契
約
件
数
を
み
て
み
よ

う
。
生
命
保
険
協
会
「
生
命
保
険
事
業

概
況
」
に
よ
る
と
、
窓
販
解
禁
の
２
０

０
２
年
度
、
変
額
個
人
年
金
の
新
規
契

約
件
数
は
１６
・
６
万
件
だ
っ
た
。
そ
れ

以
前
の
統
計
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
販
売

件
数
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
定
額
年
金
と

分
け
て
計
上
す
る
必
要
性
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
度
に
は
２７
・
５
万
件
、

２
０
０
４
年
度
４２
・
７
万
件
と
販
売
額

同
様
、
急
速
に
伸
展
し
、
ピ
ー
ク
で
あ

る
２
０
０
５
年
度
に
は
６９
・
４
万
件
に

達
し
た
。
そ
の
後
は
、
２
０
０
６
年
度

６８
・
６
万
件
、
２
０
０
７
年
度
５９
・
１

万
件
、
２
０
０
８
年
度
５１
・
７
万
件
、

２
０
０
９
年
度
４２
・
４
万
件
と
、
漸
減

傾
向
な
が
ら
も
高
水
準
を
維
持
し
て
い

た
が
、
金
融
危
機
の
影
響
で
２
０
１
０

年
度
に
は
１３
・
８
万
件
、
２
０
１
１
年

度
は
７
・
６
万
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
窓
販
以
外
も
含
む
た
め

窓
販
分
を
推
定
す
る
と
、
２
０
０
２
年
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特

集

度
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
部
、
２
０
０
３

年
度
以
降
は
８
割
以
上
が
窓
販
経
由
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
金
融
庁
『
銀
行

等
に
よ
る
保
険
募
集
に
関
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
』
で
は
、
２
０
１
０
年
度

変
額
個
人
年
金
新
規
契
約
件
数
の
８８
・

４
％
を
銀
行
チ
ャ
ネ
ル
が
占
め
る
と
さ

れ
る
。
新
規
契
約
件
数
の
累
計
は
２
０

０
２
年
度
以
降
で
約
４
０
０
万
件
に
達

し
て
お
り
、
仮
に
８
割
が
銀
行
窓
販
と

す
る
と
、
窓
販
解
禁
後
１０
年
間
で
約
３

２
０
万
件
の
変
額
個
人
年
金
が
銀
行
経

由
で
販
売
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

満
期
を
迎
え
る
お
客
様
数
は

今
後
急
伸
展
が
見
込
ま
れ
る

変
額
個
人
年
金
に
は
、
預
金
と
同
じ

意
味
で
の
「
満
期
」
と
い
う
も
の
は
な

い
。
た
だ
し
一
般
に
は
、
運
用
期
間
の

終
了
が
満
期
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

変
額
個
人
年
金
の
運
用
期
間
は
様
々

だ
が
、
正
確
な
統
計
デ
ー
タ
は
な
い
も

の
の
、
一
般
に
は
１０
年
の
も
の
が
か
な

り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。
仮
に
す
べ
て
の
契
約
の
運
用
期

間
が
１０
年
と
す
る
と
、
単
純
に
考
え
て

各
年
の
新
規
契
約
件
数
の
う
ち
解
約
・

死
亡
・
年
金
開
始
等
で
脱
落
せ
ず
に
残

っ
た
契
約
が
、
１０
年
経
過
後
に
順
次

「
満
期
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
実
際
に
は
ど
の
程
度
の
契
約
が

脱
落
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
確
認
す
る

た
め
に
、
累
積
新
規
契
約
件
数
と
保
有

件
数
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

「
生
命
保
険
事
業
概
況
」
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
両
者
の
推
移
は
図
表
２
の
と

お
り
だ
。
２
０
１
１
年
度
末
時
点
で
、

累
積
新
規
契
約
件
数
に
対
す
る
保
有
件

数
の
比
率
は
約
７８
％
で
あ
る
。
両
者
の

差
は
近
年
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

１０
年
間
の
累
積
脱
落
率
が
こ
の
水
準

（
２２
％
）
と
い
う
こ
と
は
、
単
年
度
で

み
た
脱
落
率
は
著
し
く
大
き
な
も
の
で

は
な
い
と
推
測
で
き
る
。
試
算
す
る

と
、
年
度
始
保
有
件
数
に
対
し
平
均
値

で
５
・
５
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
脱
落
率
を
も
と
に
、
各
年
度
の

新
規
契
約
件
数
の
う
ち
８
割
が
銀
行
窓

販
で
、
そ
の
７
割
が
運
用
期
間
１０
年
だ

っ
た
と
仮
定
し
て
、
今
後
想
定
さ
れ
る

満
期
到
来
件
数
の
最
大
値
を
試
算
し
た

結
果
が
「
満
期
件
数
」
だ
。
２
０
０
２

年
の
新
規
契
約
が
満
期
と
な
る
の
は
本

来
な
ら
２
０
１
２
年
度
だ
が
、
図
表
で

は
便
宜
上
、
新
規
契
約
の
あ
っ
た
年
度

に
表
示
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
元
の
新
規
契
約
件

数
の
伸
び
に
比
例
し
て
、
満
期
件
数
も

今
後
急
速
な
伸
展
が
予
想
さ
れ
る
。
２

０
１
４
年
度
に
は
１６
万
件
、
２
０
１
５

年
度
以
降
は
数
年
間
に
わ
た
り
毎
年
３０

万
件
近
い
満
期
が
発
生
す
る
。
累
計
で

は
今
後
７
年
間
程
度
で
１
６
０
万
件
も

の
満
期
が
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
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図表１ 銀行窓販一時払商品の販売動向（半期ごと収入保険料）

（資料）日本金融通信社「ニッキンレポート」、各銀行の開示資料より
第一生命経済研究所作成。

図表２ 銀行窓販件数指標の変化

（資料）生命保険協会「生命保険事業概況」より第一生命経済研究所作成。
（注）新規件数・満期件数は窓販分、それ以外は窓販以外の数値を含む
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